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研究分野：図書館情報学、公共図書館論 
科研費の分科・細目：情報学、図書館情報学・人文社会情報学 
キーワード：情報図書館学、公共図書館、職員研修、図書館サービス、図書館政策 
 
１．研究計画の概要 

(1) 近年の国の公共図書館に関する政策で

は、地域の課題解決を支援する機能の充実が

提案されている。本研究では、公共図書館に

よる地域の課題解決を重視する観点から、そ

のために最も重要と思われる次の二つの事

項について検討し、それぞれの具体的なモデ

ルを提案する。 

①平均的な地方公共団体の図書館における

課題解決支援の取り組み方法のモデル 

②図書館長、管理職、中堅職員のための研修

のモデル 

 

(2) ①では、課題解決支援サービスを具体的 

に展開するために、学校教育支援、行政支援、 

ビジネス支援、子育て支援等について、実施 

図書館を対象に実態調査を行い、その着手・ 

実施・評価の具体的な方法を検討し、そのモ 

デルを明らかにする。②では、図書館長だけ 

でなく、管理職・中堅職員の研修の現状を調 

査し、改善策について検討し、研修のモデル 

を開発する。 

  

(3) そのために、関連する文献の調査、課題

解決支援に取り組んでいる主な公共図書館

に対する訪問によるパイロット調査を行い、

その結果をもとに、全国公共図書館に対する

質問紙調査を行い、それをもとに、多様な条

件のもとにある公共図書館の訪問による実

態調査を行い、その結果を分析・検討する。 

 
２．研究の進捗状況 

   (1) 課題解決支援サービスの具体的な取り組

み方法の研究では、地域の課題解決を支援す

るサービスに関する文献を収集し、文献レビ

ューを作成し、それをもとに訪問調査による

パイロット調査を行い、その現状、意義、成

果、問題点、課題等について検討した。文献

調査では、学校教育支援、行政支援、ビジネ

ス支援、子育て支援、法律情報の提供、医療

情報の提供ならびに図書館の規模等に分類し

て分析した。訪問調査では、課題解決支援に

取り組んでいる県の行財政運営の状況、地方

の町立図書館における課題解決支援サービス

の取組みの現状について調査し、県によって

行財政運営の方法がかなり異なること、一部

の町立図書館では一定の課題解決支援サービ

スが行われていることが明らかになった。 

 

(2) 図書館長、管理職、中堅職員の研修方 
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法の研究では、公共図書館職員の研修に関す

る文献を収集し、文献レビューを作成し、そ

れをもとに訪問調査を行い、研修の現状、意

義、成果、問題点、課題等について検討した。

文献調査では、公共図書館職員の研修に関す

る調査報告書の内容と新任図書館長研修の

内容とデータを分析した。訪問調査では、地

方の条件に合った研修の運営方法について、

遠隔学習等の新しい研修方法の導入状況に

ついて調査し、分析・検討した。 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

（理由） 

(1) 都道府県立図書館等の大規模な図書館の 

事例は関係文献から発見できたが、町立図書

館等の小規模な自治体の図書館の取組みに

関する関係文献が少なく、町立図書館の事例

の探索と訪問調査に時間を要した。 

 

(2) 東日本大震災によって、予定した訪問 

調査等が一部実施できなかった。 

 
４．今後の研究の推進方策 

(1) これまで、文献レビューを行い、それを

もとに訪問調査を行ってきたが、これらを継

続・補足して、完成させる。 

 

(2) それをもとに、4年目の前半に、中間報

告の冊子を作成し、全国公共図書館に対する

質問紙調査を行い、後半に、その分析を行う。 

5 年目の前半に、訪問による実態調査を行う。  
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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